
国土交通省  北陸地方整備局 

新潟港湾空港技術調査事務所

令和５年１０月１８日 

 本交流会は、昨年度まで「企業技術説明会」として、民間企業で開発した新技術を管内の港湾、

空港等のインフラ整備に有効活用するための情報収集並びに、技術開発の現状と動向の把握等のた

め毎年開催して参りましたが、今年度より、管内の大学における研究発表および当事務所における

技術開発動向の説明も加え「北陸の海と港の技術情報交流会」へと名称変更し開催いたします。 

記 

１．日 時：令和５年１１月３０日（木）１３：３０～１６：３０（予定） 

２．会 場：新潟市中央区花園 1 丁目 2 番 2号 コープシティ花園ガレッソ４階 

  GARESSO HOLL「ホール a」 ※オンライン聴講有り（Microsoft Teams） 

３．募集技術 

【民間企業】 

１）沿岸施設の防災、減災に関する技術 

２）生産性が従来技術より優れている

新技術（ＤＸ，ＧＸ, ＳＤＧs 等） 

３）今後普及が期待される技術

(港湾・海岸保全施設の老朽化対策、

補修工法等の新技術)

【学生】 

１）港湾、海岸施設の建設資機材等

に関する研究

２）港湾、海岸工学に関する研究

３）港湾、海岸防災に関する研究

４）船舶技術に関する研究

５）沿岸部環境に関する研究  など 

※開催時間の都合上、応募者多数の場合は抽選とさせていただく場合があります。

４．応募期限：令和５年１１月１０日（金）必着 

５．応募方法：詳細については新潟港湾空港技術調査事務所 HP をご覧下さい。 

https://www.gicho.pa.hrr.mlit.go.jp/gijutsu/kigyousetsumei/index.html

令和 5年度 北陸の海と港の技術情報交流会 
発表技術の募集について 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 北陸地方整備局 新潟港湾空港技術調査事務所 

TEL：025-222-6115  副所長 伴
ばん

、 技術開発課長 河合
か わ い

 

情 報 提 供 

https://www.gicho.pa.hrr.mlit.go.jp/gijutsu/kigyousetsumei/index.html


 令和５年度 北陸の海と港の技術情報交流会  

発表技術募集要項 
 

本交流会は、昨年度まで「企業技術説明会」として、民間企業で開発した新技術を管内の港

湾、空港等のインフラ整備に有効活用するための情報収集並びに、技術開発の現状と動向の把

握等のため毎年開催して参りましたが、今年度より、管内の大学における研究発表および当事

務所における技術開発動向の説明も加え「北陸の海と港の技術情報交流会」へと名称変更し開

催いたします。 

 

１．開催日時 

令和５年１１月３０日（木）１３：３０～１６：３０（予定） 

発表時間は、１技術２０分（発表１５分※、質疑応答５分）程度とします。 

（※発表時間は発表数により変更となる場合がございます。） 

 

２．会場 

新潟市中央区花園１丁目２番２号 コープシティ花園ガレッソ４階 

GARESSO HOLL「ホール a」にて対面開催 ※オンラインにて聴講可能（Microsoft Teams）  

 

３．募集技術 

【民間企業】 

公共事業に適用可能な技術全般とし、以下の１）～３）の何れかに該当するもの。なお、

技術の成立性が確認されており、実際に使用可能な技術であることを条件とします。理論

上のみの技術の応募はご遠慮下さい。 

 １）沿岸施設の防災、減災に関する技術 

 ２）生産性が従来技術より優れている新技術（ＤＸ，ＧＸ, ＳＤＧs等） 

 ３）今後普及が期待される技術(港湾・海岸保全施設の老朽化対策、補修工法等の新技術) 

 

【学生】 

  以下の１）～３）の何れかに該当するものを基本とするが、下記のいずれにも該当しな

い場合は、土木建設技術等に関する研究であることを条件とします。  

１）港湾、海岸施設の建設資機材等に関する研究 

２）港湾、海岸工学に関する研究 

３）港湾、海岸防災に関する研究 

４）船舶技術に関する研究 

５）沿岸部環境に関する研究 



４．応募方法 

別添応募様式に必要事項を記入し「５．事務局」までメールにて提出下さい。必要に応じ

て、パンフレット等の資料を添付して下さい。ただし、パンフレット等の資料については、

メール、郵便、直接の持ち込み、どの方法で提出いただいても構いません。 

なお、応募技術について、事務局より問い合わせの連絡をさせて頂く場合があります。 

 

５．事務局 

国土交通省 北陸地方整備局 新潟港湾空港技術調査事務所 

［担当：副所長 伴（ばん）、 技術開発課 河合（かわい）］ 

住所：〒951-8011 新潟市中央区入船町 4-3778 

TEL：025-222-6115 

E-mail: pa.hrr-gichoinfo@mlit.go.jp 

 

６．応募期限 

令和５年１１月１０日（金）必着 

 

７．その他 

１）応募技術は、「３．募集技術」の項目を満たしているか等を事務局で確認した上、応

募多数の場合、抽選で選ばせて頂きます。抽選に漏れた場合は次回開催時にご応募願いま

す。（次回開催は、令和６年秋期の予定しとしております。詳細については、ＨＰ等でお

知らせします。） 

２）選定結果及び説明会プログラム等の詳細については、事務局より追って連絡します。 

（令和５年１１月１７日（金）頃お知らせする予定です。） 

３）本交流会は技術の採用を約束するもの、また技術を評価するものではありません。 

４）本交流会にかかる資料作成、郵送費、交通費等の費用は応募者負担となります。 

５）発表は原則対面形式とします。（やむを得ずＷＥＢ対応となる場合は、事前に事務局 

との調整をお願いいたします。） 

         



令和 5年度 北陸の海と港の技術情報交流会 応募様式 

技術名称  

区分  

使用可能な工事  

開発組織名  

従来技術  

NETIS 登録 登録番号   

技術概要 

 

従来技術 

との比較 

経済性  

安全性  

耐久製  

品質・出来形  

施工性  

環境への影響  

その他  

技術の成立性を確認するた
めに実施した試験・実験等 

 

留意事項 

 

【連絡先】  

組織名  

担当部署または研究室  

担当者  

住所  

TEL  

E-mail  

  



 

※記入に関しての注意事項 

 

区分 製品・材料・工法・システム・機械等を記入。 

使用可能な工事 どのような工事に使用できるかを具体的に記入。 

従来技術 
比較対象となる従来技術、広く一般的に普及している技術を記入。 

具体的な技術名は記入しない。 

NETIS 登録 

登録済みであれば、登録番号を記入。 

今後、登録をする場合は登録予定地整・登録予定時期等を記入。 

登録予定がなければ「無し」と記入。 

技術概要 当該技術の内容を簡単にまとめて記入。 

従来技術との比較 
従来技術との比較を具体的に記入。 

優れた点だけでなく、劣る点についても記入。 

技術の成立性を確認するために

実施した試験・実験等 
室内試験、第三者機関（具体的名称）による技術評価の取得等具体的に記入。 

留意事項 
当該技術を使用するにあたっての留意事項を記入。 

特許、特定条件での使用は適さない等を記入。 

 



 令和５年度 北陸の海と港の技術情報交流会 開催要領 

１） 発表時間は１５分（準備を含む）、質疑応答時間は５分の計２０分とします。 

（※発表者数により、１議題当たりの設定時間が変更となる場合がございますが、変更

となる場合は、発表技術確定時にお知らせいたします。） 

なお、発表時間は厳守とし、１５分経過した時点で、発表途中であった場合でも打ち切

りとします。 

 

２）発表時間の終了はベルによりお知らせします。 

１２分ベル１回 １５分ベル２回（ベル２回の時点で打切りとなります。） 

 

３）パワーポイントによる発表を原則とします。 

発表用のパソコンは事務局が用意しますが、応募者で準備頂いても結構です。 

なお、当局で準備するパソコンにはパワーポイント office2019がセットアップされてお

ります。 

当局のパソコンを使用される場合は、バージョンに注意して資料を作成してください。 

 

４）事務局のパソコンを使用する場合は、発表データを事前にメール便、または CD-R等の媒

体で１部提出ください。なお、CD-R等で提出される場合には会社名と技術名を明記して

ください。提出期限１１月２７日（金）（必着）。 

 

５）事務局では発表に必要なノート PC、プロジェクター、スクリーン、マイク、レーザーポ

インタを準備します。（CD-R で提出された発表データは事前にパソコンに取り込んでおき

ます。） 

 

６）聴講者への配付資料については、事前に提出ください。様式は問いません。 

提出期限１１月２８日（火）必着。なお、必要部数は１１月２４日（金）までにお知ら

せします。 

 

７）当日は発表者を含めた関係者の終日の聴講が可能です。発表者以外の方が参加される場

合は事前にご連絡下さい。 

 

８）当日はご自身の発表時間の３０分前までに会場にお越し下さい。 

 

９）発表に際し、会場内前方に発表者の席を設置し、パワーポイントの操作・発表を行って

頂きます。 

 

１０）提出して頂いた発表データ（CD-R）及び配付資料は、当局関係部署等に提供する場合が

あります。 

 



１１）聴講は、国土交通省職員、参加各大学の学生ほか発表関係者等を対象とします。 

 

１２）不明な点がある場合は事務局まで問い合わせ下さい。 

 

【ＷＥＢ対応について】 

発表は対面形式を原則としますが、やむを得ず Webでの発表となる場合は、事前に事務局

への連絡と調整が必要となります。 

 また、Web発表は Microsoft Teamsのみの対応となります。（※発表者は会議参加者氏名の

前に【発表者】と記載下さい。） 

 

１） 聴講者向けに Web（Microsoft Teams）配信を行います。但し、映像の録画・録音は禁止

いたします。（Web参加者は事務局が識別できるよう、参加者名に所属・氏名の情報を含

むようにして下さい。） 

 

２） 会議 URLは、聴講希望者および申込者へメールでご連絡します。なお、第三者には知ら

せないで下さい。 

 

４）Web 参加者は発言時（発表・質疑）以外、ノイズ防止のため、マイク及びカメラは OFF 

に設定して下さい。 

 

［発表者向け］ 

５）発表者は、ご自身の発表予定時刻の 10分前までに接続をお願いいたします。 

また、ご自身の発表の開始直前に、カメラ(推奨)、マイクを ONに設定し、発表資料を画

面の共有設定をお願いいたします。 

発表終了後は、画面共有を停止し、カメラ、マイクを OFFに設定してください。 

 

［聴講者向け］ 

６）当日は発表者を含めた関係者の終日の聴講が可能です。発表者以外の方が参加される場  

合は事前にお申し込み下さい。 

 

７）質問は挙手機能ではなく、事務局への声かけを推奨します。 

質問される場合はカメラ(推奨)、マイクを ONにして、事務局へ声かけを行ってください。 

事務局から指名されたら、所属と氏名を伝えた後に質問を行ってください。 

質問終了後はカメラとビデオを OFFにしてください。 

時間内に質問ができなかった場合は後日事務局へご連絡ください。 

 

［その他］ 不明な点がある場合は事務局まで問い合わせ下さい。 














